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流
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流
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配
管
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W5

潜
熱

�

W6

放
熱
1

�

W7

放
熱
2

�
合
計

加熱に必要な電力 計算式
W1＝0.278×C×d×V×Δt／Ｈ

W1＝

従来の計算式（熱量をcalで計算）
W1＝1.16×C×d×V×Δt／Ｈ

W1＝

W2＝0.278×C×d×V×Δt／Ｈ

W2＝

W2＝1.16×C×d×V×Δt／Ｈ

W2＝

W4＝0.278×C×d×V×Δt／Ｈ

W4＝

W4＝1.16×C×d×V×Δt／Ｈ

W4＝

W5＝0.278×X×d×V／Ｈ

W5＝

W5＝1.16×X×d×V／Ｈ

W5＝

W6＝Ａ×Ｑ

W6＝

W6＝Ａ×Ｑ

W6＝

W7＝Ａ×Ｑ

W7＝

W7＝Ａ×Ｑ

W7＝

Ｃ＝［ ］、ｄ＝［ ］kg/m3・kg/L
Ｖ＝［ ］m3（標準状態）・L
Δt＝［ ］℃
（＝ t［ ］℃－t０［ ］℃）

体積ＶをＨ［ ］（時間）で
温度差Δt（t０ →t）℃に加熱する電力

Ｃ＝［ ］、ｄ＝［ ］kg/m3・kg/L
Ｖ＝［ ］m3（標準状態）・L
Δt＝［ ］℃
（＝ t［ ］℃－t０［ ］℃）

体積ＶをＨ［ ］（時間）で
温度差Δt（t０ →t）℃に加熱する電力

W3＝0.278×60×C×d×V×Δt

W3＝

W3＝1.16×60×C×d×V×Δt

W3＝

Ｃ＝［ ］、ｄ＝［ ］kg/m3・kg/L
Ｖ＝［ ］m3（標準状態）・L
Δt＝［ ］℃
（＝ t［ ］℃－t０［ ］℃）

流量Ｆ［ ］m3/min・L/minを温度差Δt（t０→t）℃ に加
熱する電力

Ｃ＝［ ］、ｄ＝［ ］kg/m3・kg/L
Ｖ＝［ ］m3・L（＝F［ ］×M［ ］）
Δt＝［ ］℃
（＝ t［ ］℃－t０［ ］℃）

加熱槽（容器）・配管の体積 VをＨ［ ］（時間）で温度
差Δt（t０→t）℃に加熱する電力

Ｘ＝［ ］、ｄ＝［ ］、
Ｖ＝［ ］潜熱量XはP219表2参照

加熱物に付着している水分 体積VをH［ ］（時間）
で気化させるのに必要な電力

Ａ＝［ ］、Ｑ＝［ ］
放熱損失係数Ｑは P219表3参照

加熱槽（容器）または配管表面からの放熱量を補うための電力
容器表面積Ａｍ2、放熱損失係数ＱW／ｍ2

Ａ＝［ ］、Ｑ＝［ ］

その他の放熱を補う必要電力
表面積Ａｍ2、放熱損失係数ＱＷ／ｍ2

必要電力の総和：�から�で計算した項目の総和を計算します

資
　
料

熱　　計　　算
1. 熱量のSI単位はJ（ジュール）。従来はcal(カロリー)が用いられており、
ここではcalによる計算式も併記する。

2. 電力Ｗと熱量Jの関係：1W＝１J／s（毎秒1Jの仕事率）
3. 電力量＝電力W×時間：電力と、電力が仕事をした時間との積は電力量
（電気の仕事量）といい、電力量＝熱量として下式 (1)、(2) を得る。
4.「SI（国際単位系）換算表」P.226を参照のこと。

ヒーターの電力（W）を求める計算式1

基　本　式：熱　量＝比熱×（密度×体積）×温度差Δt
熱量の換算：1J（ジュール）＝2.778×10-7 kWh ＝2.389×10-4 kcal

1 cal（カロリー）＝1.163×10-6 kWh ＝4.186 J

Ｗ＝（�必要総和） ×α（ここでは安全率α＝1.25とする）
Ｗ＝　　　　　　　　×1.25

ヒーター電力 W（ワット）の計算式 従来のヒーター電力 Wの計算式（熱量をcalで計算）
● H時間で被加熱物の温度をΔt℃上昇させる場合

Ｗ　＝　0.278×Ｃ×ｄ×Ｖ×Δｔ／Ｈ………………………………（1）
● M分で被加熱物の温度をΔt℃上昇させる場合

Ｗ　＝　0.278×60×Ｃ×ｄ×Ｖ×Δｔ／Ｍ……………………（2）

電力：W W（ワット）
時間：H hまたは M min （1h = 60 min）
比熱：ＣkJ/（kg・℃）またはkcal/（kg・℃）

● H時間で被加熱物の温度をΔt℃上昇させる場合
Ｗ　＝　1.16×Ｃ×ｄ×Ｖ×Δｔ／Ｈ……………………………………（1）’

● M分で被加熱物の温度をΔt℃上昇させる場合
Ｗ　＝　1.16×60×Ｃ×ｄ×Ｖ×Δｔ／Ｍ…………………………（2）’

密度：ｄkg/m3またはkg/L（キログラム／リットル）
体積：Ｖm3（標準状態）またはL
流量：Ｆm3/minまたはL/min

温度差Δt ℃＝目的温度t ℃－初期温度t０℃
★物性値は次ページを参照し、単位をそろえる
ように気を付けること。

加熱に要する電力 （被加熱物の加熱に必要な電力とともに潜熱量・放熱量を個別に計算し、「必要電力の総和」を求めます。）2

総合電力W （電圧変動、製作誤差その他を加味し安全率αを乗じます）3

∴　　 kW




